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研究成果の概要：本研究により、政府開発援助（ODA）と少数民族の土着知識継承の関係につ

いて、観念的・イデオロギー的な障害・限界があることが明らかになった。要請国の担当者は

土着知識軽視の傾向があり、これが ODA 利権と癒着する当該国の技術者や業者、ドナーのコ

ンサルタントにより助長され、土着知識の喪失を引き起こしている。ODA 案件は土着知識の継

承にマイナスの効果を示す傾向があり、要請国及びドナー双方の担当者の意識改革が必要であ

る。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 1,800,000 0 1,800,000 
2007 年度 900,000 270,000 1,170,000 
2008 年度 900,000 270,000 1,170,000 

    
    

総 計 3,600,000 540,000 4,140,000 
 
研究分野：社会開発と文化 
科研費の分科・細目：基盤研究（C）（時限） 
キーワード：ベトナム、先住民族、土着知識、社会経済開発、ODA 
 
１． 研究開始当初の背景 
 わたしはベトナムの少数民族政策史を専
攻し、「山岳少数民族の貧困は内因的なもの
（停滞によるもの）ではなく、外因性による
もの（負の変化によるもの、特に失政による
もの）である」とする仮説に基づき、山岳少
数民族が本来持っていた多面的な豊かさを、
文字資料や口頭伝承資料を通して明らかに
するべく、研究を行っている。特に、1986 年
以後、いわゆる「市場経済化」以後のベトナ
ム山岳少数民族の貧困を考えるとき、ベトナ
ムの市場経済化を支援した多国間及び二国
間の政府開発援助（ODA）案件実施地域にお

いて、開発事業が人々の暮らしをどのように
変え、または変えなかったかを明らかにする
ことは極めて重要である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、ベトナムの日本政府開発援助
（ODA）案件実施地域 3 地点（クアンナム省
などカトゥー族居住地、コンツム省などフレ
ー族居住地、ビントゥアン省などラグライ族
居住地）において、社会開発の文化的ベース
ラインをなす土着知識を文章化し、体系的な
史資料となすことを最終目標とする地域研
究の一部である。日本のベトナム向け ODA
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は 1990 年代に急増し、今や最大の ODA 供与
対象の一つである。市場経済化を推進するベ
トナムにおいて、日本の ODA は交通と電力
に集中し、貧困緩和・生計支援がこれに続く。
水力発電や貧困緩和などの案件の多くは、先
住の少数民族が住む山岳地域で実施される。
世界銀行やアジア開発銀行と同様に、日本の
ODA 執行機関（旧 JBIC や現 JICA）も、環境
や社会的弱者・少数者に配慮するセーフガー
ドポリシー（環境社会配慮規定）を持つ。し
かし、その規定が配慮すべきベースライン―
先住少数民族の社会と文化に関する日本人
の先行研究はほとんど存在せず、ベトナム人
や欧米人の研究も極めて少ない。開始時にお
いて、本研究は、ベトナムの日本 ODA 案件
実施地域において、経済開発や社会開発の過
程で、土着知識を継承し続け、しかも貧困化
しなかった事例をとりあげることを主眼と
した。フレー族の事例において、その目的の
一部は達成されたが、カトゥー族やラグライ
族の事例では住民移転による伝統的自然環
境の完全な喪失のため、当該地域での土着知
識継承の実態については困難が伴った。 
 
３．研究の方法 
 共産党一党独裁の社会主義体制下、極端に
いえば警察国家体制下にあるベトナムにお
いて、ODA 案件実施地域における現地調査を
どのようにして可能にするかが、わたしの懸
案であった。近年の急速な日越両国の外交的
接近によって、ベトナムの日本 ODA 案件実
施地域への立ち入りが可能になり、日本 ODA
案件が実施された複数の地域において聞き
取りを行った。また、当該地域に関する 19
世紀以前の古文献（チャム文及び漢文）の解
読を行った。このほか、全地球測位システム
（GPS）端末で地理的位置の確定を行った。 
 
４．研究成果 
平成 18 年 4 月から平成 22 年 3 月までに、

ベトナムの日本 ODA 案件実施地域における
少数民族の土着知識継承について、全 26 本
の研究論文及び調査ノートを作成した。うち
わけは、雑誌掲載論文 5 本（研究報告番号 2, 
3, 13, 15, 19）、単行本掲載論文 4 本（1, 10, 14, 
23）、国内及び海外学会報告論文 7 本（4, 7, 8, 
9, 22, 24, 25）、ベトナム語調査資料 3 本、先
住少数民族言語資料 3 本（占語 1 本、フレー
語 2 本）である。フレー語資料 2 本（越訳つ
き）は祝詞、慣習法、民話から成り、土着知
識に相当する内容を多く含む。 
本研究により、政府開発援助（ODA）と少

数民族の土着知識継承の関係について、4 つ
の観念的・イデオロギー的な障害・限界があ
ることが明らかになった。 
第 1 の障害は無責任な要請主義である。い

わゆる少数民族地域の中には、自然環境上、

現代的な生産技術をそのまま移転すること
が著しく困難な地域があり、現地に赴任した
ODA 専門家もそのことを理解しているにも
関わらず、要請国担当者の無理解により技術
移転がなされ、失敗する事例がある。このよ
うな事例では、ODA 専門家が土着知識を適正
に評価するのに対し、要請国担当者は土着知
識を時代遅れと決め付ける傾向がある。（研
究報告番号 19）。第 2 の障害は誤った人道主
義である。世界銀行・アジア開発銀行や旧国
際協力銀行（JBIC）のセーフガードポリシー
（環境社会配慮）は被影響住民の移転を伴う
開発援助に際し移転住宅整備を条件づける。
しかし、被影響住民自身は移転住宅整備を不
要不急かつ浪費と認識し、生産条件整備（代
替農地整備）を最優先させるべきであると考
えている。こうした現地の事情を考慮しない
机上の人道主義は、開発被害住民の住環境を
著しく悪化させ、援助への依存と土着知識の
宗室を引き起こしている（研究報告番号 1）。
第 3 の障害は誤った保健衛生キャンペーンで
ある。世界銀行の室内大気汚染対策キャンペ
ーンは、世界銀行以外の ODA 案件がつくる
移転住宅においても、煮炊き・暖房設備（か
まど）と居住空間を分ける方向を定着させた。
これにより、土着知識に基づく住空間の構築
が否定され、人々は熱帯においても極寒の雨
季の夜に煮炊きも暖房もない住宅での就寝
を迫られ、室内大気汚染からは免れたとして
も、他の健康被害が出ている（研究報告番号
2, 3）第 4 の障害は要請国・ドナー双方の担
当者の無責任である。日本の ODA では確認
されなかったが、世界銀行やアジア開発銀行
の援助案件では、伝統コミュニュティハウス
の再建と呼ばれる事業が、事実上、鉄筋コン
クリートのエセ伝統建築の蔓延を生み、伝統
資材による建築の放棄・売却を引き起こして
いる（研究報告番号 25）。 
開発事業が人々の暮らしを変えなかった

事例では、自然環境条件により農業技術移転
が失敗し、その結果として人々の暮らしを変
えなかったということが言える。一方、その
ような要因と無縁なハコモノ援助（移転住宅
整備）においては人々の暮らしに破壊的な変
化を及ぼす事例が見られた。 
要請国の担当者は土着知識軽視の傾向が

あり、これが ODA 利権と癒着する当該国の
技術者や業者、ドナーのコンサルタントによ
り助長され、土着知識の喪失を引き起こして
いる。ODA 案件は土着知識の継承にマイナス
の効果を示す傾向があり、要請国及びドナー
双方の担当者の意識改革が必要である。 
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